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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

連携先企業名 農家（曽根原氏） 担当者名 曽根原様

電話番号 0263-31-0857 対象年度 令和5年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

安曇野市堀金のブルーベリー農園開園準備の現場の移植
作業を実施した。その際、後にも地域の方と当事業所が
協力し運営する事を想定しており、堀金市区の地域の方
と事業所スタッフと利用者が協力し合い2023年11月8日9
日の二日間に渡り移植作業を実施した。参加利用者は延
べ６名、地域住民６名、スタッフ４名であった。

事業所と農地の間に一定の距離があるため、その後のブ
ルーベリー狩り園を継続運営するためには、地域の住民
も主体的に関わってもらう事が必要なため立ち上げから
関わってもらう事をねらった。地域にとっては、新たな
雇用を生む可能性があり歓迎してくれている。また、事
業所にとっても全てを自社で賄うのではないことで、事

業の拡大が見込めると考える。

人手だけではなく、地元農家さん所有の重機も貸してい
ただいたおかげで、何とか予定日内に合計70本のブルー
ベリーをよもぎ農園からブルーベリー狩り園予定地に移
植することができた。また、地元の方にも自分の関わっ
たブルーベリーとの意識が芽生え、成長の様子について

報告いただけたりとその点の成果も早速出ている。

あくまで来年度の事業化を想定しての準備段階である
が、事業所の人員だけでは到底無理であったことを、地
域の住民の方と協力する事で何とか完遂することができ
た。今年度は観光地として根付くためのPR活動を含め来

年度開業に向けての準備を合わせて実施していく。

利用者、スタッフともによく働いたとの感想をいただいた。ただ、ブルーベリー狩り農園の開設に向けてはまだス
タートしたばかり、肝心のブルーベリーの栽培を含め農園の周辺設備の設営やPR活動などの実施。また、認知を上

げる為のメディア戦略等もこれから一緒にやっていきましょう。とのアドバイスもいただいた。
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